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３
月
３
日
（日
）、
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ

さ
い
で
ん
で
「
中
国
帰
国
者
と
の
交
流

会
」
が
開
催
さ
れ
、
80
人
近
い
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
数
年
、
二
世
・
三

世
・
四
世
の
参
加
者
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。 

こ
の
会
は
、
２
０
０
７
年
４
月
11
日

に
「
中
国
帰
国
者
の
日
本
語
教
室
」

が
、
プ
ラ
ザ
さ
い
で
ん
で
開
催
さ
れ
た

の
が
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
、

同
年
９
月
29
日
（
土
）
に
「
お
月
見
と

音
楽
の
夕
べ
」
と
題
し
て
行
い
、
２
０
０

８
年
か
ら
「
中
国
帰
国
者
と
の
交
流

会
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。  

 

今
回
で
12
回
目
で
す
。
２
０
１
７
年

度
か
ら
９
月
の
開
催
が
、
諸
行
事
の
関

容
で
多
数
の
人
々
が
参
加
し
、
こ
の
会

が
成
功
し
た
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。 

会
は
、
さ
い
で
ん
民
踊
の
会
の
指
導
で

全
員
が
「
炭
坑
節
」
を
輪
に
な
っ
て
踊

り
、
心
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。
最
後

に
、
さ
い
で
ん
運
営
協
議
会
の
原
副
館

長
の
「
こ
の
場
は
、
言
葉
が
な
く
て
も

通
じ
合
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
あ
っ
た
ら
声
を
掛
け

合
い
ま
し
ょ
う
。
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
」
と
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ

で
終
わ
り
ま
し
た
。 

な
お
、
参
加
者
の
感
想
な
ど
は
、
次
号

で
紹
介
し
ま
す
。 

 

例
年
通
り
、
さ
い
で
ん
講
座
生
に
よ

る
詩
吟
・
扇
舞
、
日
本
民
踊
、
東
公
民

館
二
胡
ク
ラ
ブ
の
演
奏
、
昨
年
好
評

だ
っ
た
「
着
物
の
着
付
け
体
験
」な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
あ
ら
た
に
「
炸
麻
叶
（
マ
ー

イ
エ
）
の
試
食
」
「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」
が
加

わ
り
ま
し
た
。
少
し
寂
し
か
っ
た
の
は
、

高
杉
さ
ん
の
二
胡
と
増
田
さ
ん
の
ハ
ー

モ
ニ
カ
が
聞
け
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。 

日
中
岡
山
支
部
は
、
４
人
の
理
事

（
小
林
・
曽
田
・
今
岡
・
小
川
）
と
太
極

拳
か
ら
青
木
正
美
さ
ん
の
計
５
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
小
川
さ
ん
の
扇
子
を

使
っ
た
演
武
、
青
木
さ
ん
の
簡
化
式
の

表
演
は
、
素
晴
ら
し
い
と
大
好
評
で
し

た
。 

行
き
届
い
た
事
前
準
備 

松
本
館
長
の
３
年
間
は
、
日
本
語

教
室
の
講
師
・
生
徒
、
各
講
座
の
責
任

者
と
館
の
職
員
に
よ
る
「
打
ち
合
わ
せ

会
」
や
「
試
食
会
」
な
ど
の
事
前
準
備

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
し
っ
か
り
と
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
と
く
に
三
世
・

四
世
と
そ
の
友
人
の
小
・
中
学
生
に

「
ク
イ
ズ
担
当
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
「
受

け
付
け
」
と
役
割
を
与
え
、
指
導
さ
れ

た
こ
と
が
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。 こ

れ
ら
の
こ
と
が
、
素
晴
ら
し
い
内

係
で
３
月
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。 

食
事
と
音
楽
を
通
し
て
交
流
―

日
中
は
太
極
拳
を
表
演 

こ
の
会
は
、
「
帰
国
者
と
地
域
の

人
々
が
、
食
と
音
楽
を
通
し
て
交
流

を
重
ね
る
中
で
、
相
互
理
解
が
広
が

り
、
日
中
友
好
の
一
助
と
な
る
」
こ
と

を
願
っ
て
続
け
て
い
ま
す
。 

今
年
も
「
日
本
と
中
国
の
伝
統
文

化
の
競
演
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
の
内
容
は
二
面
の
資
料

（一
）
の
通
り
で
す
。 

会
は
、
中
山
晴
子
（
残
留
孤
児
二

世
）
と
今
岡
愛
子
（
残
留
孤
児
三
世
）

さ
ん
が
通
訳
と
司
会
を
担
当
し
ま
し

た
。 
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中
国
帰
国
者
と
の
交
流
会 

―
二
世
・三
世
・四
世
が
通
訳
、
進
行
、
ゲ
ー
ム
係
で
大
活
躍
― 

日
中
岡
山
支
部 

小
林
軍
治 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

４
月
１
日
（月
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

今岡 

犬飼 

小川 

小林 

真田 

竹内袈 

ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
リ
ッ
ト

ン
報
告
書
に
は
「
満
州
に
新

自
治
政
府
を
つ
く
る
た
め
の

諮
問
委
員
会
は
日
本
の
代

表
、
中
国
の
代
表
、
日
本
が

指
定
す
る
現
地
の
代
表
、
中

国
が
指
定
す
る
現
地
の
代

表
で
構
成
さ
れ
る
。
」
「日
本

人
に
満
州
に
お
け
る
居
住

権
と
商
租
権(

土
地
や
家
屋

を
借
り
る
権
利)

を
承
認
す

る
。
」
な
ど
日
本
に
有
利
な

内
容
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ

の
報
告
書
に
賛
成
す
る
選

択
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
１
９
３
３
年
３
月
、
日

本
は
国
際
連
盟
の
総
会
で

脱
退
を
宣
言
、
国
際
的
孤

立
化
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
に

な
る
の
で
す
。 

 

権
侵
犯
行
為
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
天
皇
は
追
認
し
、
若
槻
内
閣
は
経

費
支
出
を
承
認
し
ま
す
。
現
場
の
軍

人
が
独
断
専
行
し
、
天
皇
や
軍
中
央

が
そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
て
追
認
す
る

と
い
う
日
本
軍
の
悪
し
き
先
例
が
こ
こ

に
作
ら
れ
ま
し
た
。 

 

一
方
、
蒋
介
石
は
国
防
力
の
強
化
と

共
産
党
の
鎮
圧
を
優
先
し
、
日
本
へ
の

不
抵
抗
方
針
を
と
っ
た
た
め
、
日
本
軍

は
わ
ず
か
５
カ
月
で
満
州
全
域
を
占

領
し
ま
し
た
。
中
国
で
は
満
州
事
変
を

九
・
一
八
事
変
と
呼
び
、
満
州
を
失
っ

た
人
々
は
そ
の
悲
し
み
を
歌
に
歌
い
ま

し
た(

写
真
参
照)

。
ま
た
１
９
３
２
年
９

月
に
は
、
撫
順
炭
鉱
が
抗
日
ゲ
リ
ラ
に

襲
わ
れ
た
報
復
と
し
て
、
何
の
関
係
も

な
い
平
頂
山
の
住
民
３
０
０
０
名
が
日

本
軍
に
虐
殺
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
関
東
軍
は
１
９
３
２
年
３
月
１

日
傀
儡
国
家
満
州
国
を
建
国
、
清
朝

最
後
の
皇
帝
宣
統
帝
溥
儀
を
執
政(

の

ち
皇
帝)

に
迎
え
ま
す
。
満
州
国
で
は

ア
ヘ
ン
の
専
売
が
行
わ
れ
、
そ
の
収
益
が

満
州
国
の
財
政
を
支
え
ま
し
た
。
こ
の

間
、
満
州
国
で
産
業
部
次
長
兼
総
務

庁
次
長
と
し
て
活
動
し
「
満
州
国
は
私

の
作
品
」と
言
っ
た
の
が
岸
信
介
で
す
。 

 

蒋
介
石
は
日
本
軍
の
行
動
を
国
際

連
盟
に
提
訴
し
、
国
際
連
盟
は
リ
ッ
ト

ン
調
査
団
を
日
本
と
現
地
に
派
遣
し

ま
し
た
。
東
京
大
学
の
加
藤
洋
子
教

授
は
そ
の
著
書
『
戦
争
ま
で
』
で
、
「
日

本
は
世
界
か
ら
３
度
選
択
を
迫
ら
れ

た
」
と
し
て
、
そ
の
一
番
目
に
リ
ッ
ト
ン

報
告
書
に
対
す
る
対
応
を
あ
げ
て
お

本
に
会
い
、
張
学
良
が
張
作
霖
の
死
を

１
週
間
に
わ
た
っ
て
隠
し
、
部
下
が
関

東
軍
の
挑
発
に
の
ら
な
い
よ
う
統
率
し

た
た
め
に
、
治
安
維
持
を
名
目
に
関

東
軍
を
出
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
の
反
省
か
ら
、
中
国
軍
の

反
応
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
件
の
直
後
に

軍
事
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を
板
垣
と

図
っ
て
決
め
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
関

東
軍
は
朝
鮮
軍
司
令
官
の
林
銑
十
郎

に
対
し
朝
鮮
軍
の
出
動
を
要
請
、
林

は
独
断
で
朝
鮮
軍
を
満
州
に
越
境
さ

せ
、
関
東
軍
と
と
も
に
満
州
を
軍
事

占
領
し
ま
す
。
国
外
出
兵
に
は
天
皇
の

命
令
と
閣
議
の
経
費
支
出
承
認
が
必

要
な
た
め
、
こ
の
行
為
は
明
白
な
統
帥

 

３
月
５
日
、
芳
田
公
民
館
の
日
本
語

教
室
で
、
成
都
か
ら
、
お
孫
さ
ん
の
離

乳
食
の
作
り
方
を
知
り
た
い
。
さ
ら
に

日
本
料
理
も
作
っ
て
み
た
い
と
の
希
望

が
あ
り
ま
し
た
の
で
料
理
教
室
を
９
人

で
開
き
ま
し
た
。 

簡
単
な
レ
シ
ピ
を
つ
く
り
、
メ
ニ
ュ
ー

は
、
パ
ン
粥
、
う
ど
ん
お
じ
や
、
味
噌

汁
、
お
好
み
焼
き
の
４
品
を
作
り
ま
し

た
。 

 

皆
さ
ん
の
感
想
は
、
日
本
の
食
べ
物

は
美
味
し
く
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。
勉

強
に
な
り
家
で
も
作
り
た
い
で
す
。

等
々
で
し
た
。 

日
本
語
談
義
の
中
か
ら
出
さ
れ
た
こ

資
料
一 

中
国
帰
国
者
と
の
交
流
会 

平
成
３１
年
３
月
３
日
（日
） 

１３
：
３０
～
１６
：
００ 

（中
国
語
通
訳 

山
中
春
子 

今
岡
愛
子
） 

① 

開
会
挨
拶 

福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
さ
い
で
ん
館
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
本
玲
子 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
事
務
局
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
林
軍
治 

② 

着
物
の
着
付
け
体
験 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
く
え
着
付
け
教
室 

③ 

太
極
拳
演
武 

日
中
友
好
協
会
岡
山 

④ 

炸
麻
叶
（マ
ー
イ
エ
）の
試
食 

⑤ 

詩
吟
・
扇
舞 

さ
い
で
ん
吟
詩
会
・
扇
舞

菊
水
流 

「富
士
山
」「海
を
望
む
」「河
内

路
上
」 

⑥ 

二
胡
演
奏 

東
公
民
館
二
胡
ク
ラ
ブ 

「北
国
の
春
」「新
芽
の
テ
ー
マ
」 

⑦ 

傘
踊
り
・花
笠
音
頭 

石
原
明
美
・浅
沼
京
子
・松
尾
京
子 

⑧ 

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム 

小
学
生
・
中
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア 

⑨ 

日
本
語
教
室 

紹
介 

文
屋
美
枝
子 

⑩ 

日
本
民
舞 

 

さ
い
で
ん
民
舞
の
会 

「桜
小
唄
」「炭
坑
節
」 

⑪ 

閉
会
挨
拶 

 

福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
さ
い
で

ん
運
営
協
議
会
副
会
長 

原
富
美
子 

離
乳
食
作
り
ま
し
た 三

宅 

と
を
大
事
に
し
て
、
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ

イ
言
い
な
が
ら
作
り
上
げ
る
こ
と
の
楽

し
さ
を
共
有
し
ま
し
た
。 

好
吃
！ 

テレ朝・満蒙開拓団“戦争と性暴力”の史実を刻む 

https://news.tv-asahi.co.jp/news_economy/articles/000149797.htm

l 

満
州
事
変
（九
・一
八
事
変
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

犬
飼 

繁 

 

張
作
霖
爆
殺
事
件
を
引
き
起
こ
し

た
河
本
大
作
に
替
わ
っ
て
関
東
軍
参

謀
に
就
任
し
た
の
が
石
原
莞
爾
で
す
。

こ
の
石
原
と
板
垣
征
四
郎
が
企
て
た
の

が
柳
条
湖
事
件
に
端
を
発
す
る
満
州

事
変
で
し
た
。  

 

１
９
３
１
年
９
月
18
日
、
関
東
軍
は

満
鉄
線
路
を
奉
天
郊
外
の
柳
条
湖
で

爆
破
、
そ
れ
を
中
国
軍
の
仕
業
と
し
て

軍
事
行
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
が

柳
条
湖
事
件
で
す
（
私
と
同
世
代
や

上
の
世
代
の
方
は
学
校
で
柳
条
溝
事

件
と
習
っ
た
事
件
）
。
実
は
石
原
は
河


